
　　　　

2025 年 4 月 1 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

お誕生日会、季節ごとの行事、お買い物レク、公園や遊具施設への外出、プール遊び、定期的なペットセラピー（主に犬と触れ合い会）、クッキングなど。

（別添資料１）

家族支援

保護者様同士が、子育ての喜びや悩みなどを共感でる場を作っていく。
（定期的なお茶会などを予定） 移行支援

ご家族への情報支援や移行先の見学調整。
就学にむけて学校や相談員などへの連携。（情報交換、情報共有など）

地域支援・地域連携

地域との交流や関係機関との連携をとり、保護者様の思いに寄り添いながら、
地域社会との交流を作っていく。 職員の質の向上

支援後の気付きや振り返り、反省点、改善点などの話し合いの実施。
職員の内部外部への研修会の参加。

aru

バイタルサインチェック、呼吸状態、全身状態等の細やかな全身観察を行った上で、児童の心と身体のリラックスが出来る安全安楽な場所の提供を行う。

日常生活動作の向上のための個々の機能訓練を行う。　感覚に働きかける遊びを通して様々な経験を積み重ねながら心と体の発達を促していく。　緊張や身体の状態に配慮しながら
個々の児童の特性に合わせた安楽な姿勢で楽しく活動に参加出来るようにしていく。

本
人
支
援

朝の会や帰りの会、レクリエーション活動などの日々行うことをルーティーン化させていくことで、児童にイメージ的な感覚が持てるよう支援していく。　個別に支援を行う際も
支援前に何をするかの内容や使う物の説明をし、支援中もその都度声掛けをしながら認知訓練が出来るように支援していく。

様々な表情、動作、発生の仕方などで自分の気持ちを表現できるようにしていく。　また、気持ちを受け止め共感して代弁することで気持ちの成長を促していく。　いろんな場面や
いろんな場所で、表情や声のトーンを変えながら声掛けを行い、個々の感情や興味をを引き出せるようにしていく。

職員やお友達と触れ合う中で、遊びや声掛けを通して信頼関係を作れるよに支援を行う。

支援方針

健康に留意しながら、集団支援や個別支援を通して身体と心のサポ-トをしていく。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 安心と喜びのある日常を貢献し、個々の児童にとってより良い支援の提供を行う。

事業所名 Annie's House 作成日支援プログラム（参考様式）


